















































































































































(n=19）場面Ｉ 場面Ⅱ 場面Ⅲ 場面Ⅳ
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＊ｖｓ場面Ⅲ（p＜0.05）
◆鬼ごっこに対する有能感
表３より、各場面の１～４項目どれを見ても、平均点は３点以上であり、鬼ごっこに対･す
－２３－
る有能感が比較的高い幼児が多いことが分かる。しかし、ｔ検定によって有意差が認めら
れたのは、項目３の場面Ⅱと場面Ⅳの間のみであった。
得られた有意差の要因として考えられるのは、本測定に協力していただいたクラスの幼
児は何度も鬼ごっこをしたことがあったため、保育者の言葉がけの有無に関係なく鬼ごっ
こが成り立ち、楽しむことが出来ることが多いということである。また、二つ目として、
Benenson&Dweek4）が述べている幼児期は有能感を高く認知する傾向があるという幼児
期の運動有能感の特徴による影響を述べることが出来るであろう。
しかし、例えば場面Ⅳにおいて、「○○ちゃん、後ろから鬼が来てるよ」という保育者の
言葉がけによって、鬼から上手に逃げることが出来たり、「○○くん、あっちで休んでいる
子を捕まえておいで」というがけによって鬼を交代することが出来た幼児の有能感項目点
数の変化を見たとき、場面Ｉよりも高まるという結果を得ることが出来た。
表３各場面における項目得点の平均と標準偏差
士曰Ⅲ＝ Ⅱﾆﾛ ｰﾛﾆUＩ
ＭＳＤＭＳＤＭＳＤ
※項目４については、回答対象児が鬼になった幼児のみに限定されるため、未回答であっ
た幼児の得点は、回答幼児から得られた平均値を代入した。＊ｖｓ・場面Ⅱ（p＜0.05）
＊＊ｖｓ､場面Ⅲ（p＜0.05）
◆先生に対する受容感因子
表４より、有意差が認められたのは項目６の場面Ｉと場面Ⅱの間、場面Ⅱと場面Ⅳの間、
項目７の場面Ⅲと場面Ⅳの間であることが分かる。場面Ⅱの項目６の平均点が大きく低下
している要因についてビデオ撮影や自然観察の結果から明らかにしようと試みたが、明ら
かにすることは出来なかった。
予想通りの結果が得られた有意差について、場面Ⅳにおいて保育者から積極的に名前を
呼んでの言葉がけを受けていた幼児の受容感が他の場面と比べて大きく高まっているとい
う結果を得ることが出来た。このことから、名前を呼んで言葉がけを行うことは、「先生は
自分に言っているんだ」と言葉がけされた幼児が感じやすく、全体への言葉がけの時より
も耳を傾け、しっかりと聞こうという姿勢になり、保育者の言葉がけが幼児の心に伝わり
やすいということが考えられる。
今回のテストより、予想通りの結果はいくつか得ることが出来たが、受容感全体ではｔ
検定より有意差を得ることが出来なかった。この理由として、ビデオ撮影や自然観察をも
とに予想すると、鬼ごっこのような多くの幼児が騒ぎながら激しく動き回る状況下では、
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1．鬼ごっこが楽しかったか
2．全力で走ることが出来たか
３．鬼から上手に逃げることが出来たか
４．鬼になった時、上手に捕まえることが出来たか※
鬼ごっこに対する有能感因子
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保育者の言葉がけがしっかりと伝わりにくい時もあることや、言葉がけを受けた時は先生
に対する受容感を感じていたとしても、何分か経つと受容感が薄まってしまう場合がある
こと、そして今回テストをして明らかとなったテスト方法に関する問題点などが挙げられ
るのではないだろうか。
表４各場面における項目得点の平均と標準偏差
士曰Ⅱ:nＦ’二Ⅱ優－Ⅱ：ＵＩｌ
ＭＳＤＭＳＤＭＳＤ
＊ｖｓ､場面Ⅱ（p＜0.05）
＊＊ｖｓ・場面Ⅲ（p＜0.05）
４．結論
・場面ＩからⅣへの移行に伴い、幼児全体の運動量や有能感、受容感得点の平均値は、有
意に高まるという予想とは異なる結果となった。
．しかし、幼児一人ひとりを見た場合、保育者の言葉がけが幼児の気持ちや表情、行動に
影響を与えている場面が多々見受けられ、このことから幼児の心身の発育・発達において
保育者の言葉がけは重要な役割を果たしていると考えられる。
.また、言葉がけの内容や状況によって、声の大きさやトーン、表情や目線の高さなどを
変えることが必要であり、このことが保育者の言葉がけを幼児の心にしっかりと伝える大
きな要素であると言える。
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５．先生も一緒に鬼ごっこをしていると感じたか
６．先生が自分を応援してくれていると感じたか
７．先生の声かけのおかげで頑張れたと,思うか
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